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このたびは当社製品をお買い求め頂き、誠にありがとうございました。

ご使用前に、この説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

お読みになった後も、すぐに取り出せる場所に大切に保管してください。

この説明書に書かれている注意事項は、必ず守ってください。

不適切な使用により事故が発生した場合、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。
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（壁付用）ノンフレームハッチ
取扱説明書

ご利用にあたって

中フタに乗らない

中フタに足をかけて乗る、座る、ぶら下がるといった
行為は中フタやフレーム（外枠）、金具部分が歪んだり
製品本体や壁が破損する恐れがあります。
また思わぬケガの原因になります。

中フタを開けたままにしない

中フタが開いたままになっていると、歩行者に当たる
など、思わぬケガの原因になります。

中フタに物を置かない

中フタに物を置いたり、掛けたりするといった行為は
中フタやフレーム（外枠）、金具部分が歪んだり、製品
本体や壁が破損する恐れがあります。
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中フタの開閉方法

開口用φ5穴

開ける際は、中フタの開口用φ5穴に付属の解錠具を差し込み、スウィングラッチを押すと解除されます。
軽く手で押さえながらゆっくりと中フタを開けてください。
閉じる際は、落下防止用のマジックテープでフレーム（外枠）と中フタを繋いでください。
※マジックテープは100mm程度重なるようにしてください。
中フタを奥まで押し込み、スウィングラッチをロックしてください。
同梱の樹脂キャップは、必要に応じて取り付けてください。

使用前に本書をよくお読みの上、正しく使用してください。
ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果に結びつく可能性があります。

安全上のご注意

警告！

警告！

注意！

！注意

！

！

用語および記号、絵表記の説明

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または
ケガを負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、物的損害の
発生が想定される内容を示しています。

この記号は、禁止の行為（してはいけないこと）を告げるものです。 この記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。

中フタを外して作業する

中フタを開けて作業する場合は、スライド丁番を外して
から作業してください。
付けたままの作業すると不意に本体や壁を破損する原因
になります。
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施工手順
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フレーム（外枠）の壁下地への取付け

壁下地の配置

１. 壁下地への取り付け

●角スタッド下地・木下地の場合

壁下地（角スタッド・木下地）を下記の表を元に配置してください。
※上下にも下地を配置してください。

フレーム（外枠）内側の下穴からビス（フレキビス３.５×５１）で壁下地に固定してください。ビス位置は下図をご参照ください。
それ以外にも必要に応じてビス固定してください。
※下地とフレームのレベルを確認してください。　※開閉方向は必ず上開きに取り付けてください。（スィングラッチが上、スライド丁番が下です）

フレーム（外枠）の施工

３００×３００

４５０×４５０

６００×６００

３７２×３７２

点検口規格サイズ(ｍｍ) 壁下地内寸法(ｍｍ)

５２２×５２２

６７２×６７２

壁
下
地
材
内
寸
法

壁下地材内寸法

３００×３００
計８点止め

４５０×４５０
計１２点止め

６００×６００
計１２点止め

3
7
2

5
2
2

6
7
2

672522

372

下穴からビス固定

上下にも下地を配置

※
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パテ処理

２. ボード貼り
面取りしたボードをフレーム（外枠）に突きつけ
壁下地とフレーム（外枠）にビス固定してください。

４.フレーム（外枠）の設置完了
フレーム（外枠）のガタツキなどがないか確認してください。

３.クロス貼り

ボードとフレーム（外枠）の突きつけ部にファイバー
テープ（寒冷紗）を用いてパテ処理してください。
その他のビス頭などもパテ処理してください。

クロス貼り

※クロスはフレーム（外枠）の内側まで貼り上げて
　ください。

壁下地にビス固定 フレームにビス固定

ファイバーテープ（寒冷紗）貼り パテ処理

※
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ケイカル板表面のビス頭をパテ処理してください。

中フタの施工 中フタをフレーム（外枠）から取り外して作業してください。

１.スライド丁番の取り付け・取り外し方法

①座の前部にある開口部に丁番本体の
　フック部を引っ掛けます。

②丁番本体を座金側に押してください。
　本体側のロックボタンが座金をロックし
　確実に固定します。

③外す時は中フタを持って丁番上部の
　ボタンを押してください。
　下に動かすとフックが外れます。

中フタのスライド丁番本体を、外枠の座金に取り付けてください。

座金開口部

フック

ロックボタン

２.クロス貼り

４辺ともクロスを側面まで巻き込んで貼ってください。　
※プライマー処理されています。

φ5穴

表面

側面

表面

側面

表面

側面

パテ処理

クロス貼り

表面側面

パテ処理

パテ処理
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４.開閉確認

５.施工完了

中フタの開口用の穴に、付属の解錠具を差し込んでスウィングラッチ（固定金具）が
解除できるかを確認してください。

５.目地の調整
４方向の目地幅が均等か確認してください。幅にズレがある場合は調整してください。
※中フタ裏面にも調整方法が記載してあります。

丁番本体の調整ねじをまわすことで
中フタをＡ方向に調整できます。

座金横の調整カムをまわすことで
中フタをＢ方向に調整できます。

丁番本体の前後調整カムをまわすことで
中フタをＣ方向に調整できます。

落下防止用のマジックテープでフレーム（外枠）と中フタを繋いでください。※マジックテープは100mm程度重なるようにしてください。
中フタを奥まで押し込み、スウィングラッチをロックしてください。同梱の樹脂キャップは、必要に応じて取り付けてください。

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｃ

開口用φ5穴




